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とみぐすく市議会だより ２０１２年９月５日発行 第１５９号 

議案番号 経　過 結　果 《請願・陳情》　件　　名　 
平成23年
陳情第10号

平成23年
陳情第26号

平成23年
陳情第33号

陳情第３号

陳情第４号

陳情第５号

陳情第６号

陳情第７号

陳情第８号

陳情第10号

保険料(税)の値上げに直結する国保「単位化」に反対する意見書採択を求める
陳情書

沖縄県立郷土劇場誘致に関する要請書

八重山地区教科書問題解決に向けての要請

消費税増税に反対する陳情

「公契約法及び公契約条例の制定を求める会長声明」について

瓦礫受け入れ、焼却の拒否を求める陳情書

瓦礫の広域処理の問題点を認識し、沖縄県独自の被災地支援ビジョン策定を
求める陳情書

陳情書

駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する陳情

陳情書　Āこころの健康を守り推進する基本法」の制定を求める意見書採択の
お願い

議案番号 経　過 結　果 《意見書・決議》　件　　名　 

意見書案第２号

意見書案第３号

意見書案第４号

意見書案第５号

意見書案第６号

意見書案第７号

意見書案第８号

決議案第５号

決議案第６号

普天間飛行場の早期閉鎖・返還及び県内へのオスプレイ配備計画撤回を求める意見書

駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書

民間戦争被害者を救済する「新たな援護法」の制定を求める意見書

Āこころの健康を守り推進する基本法」の制定に関する意見書

空手道会館を豊見城市へ建設要望の意見書

豊見城市にドーム式複合型スタジアムの建設誘致を求める意見書

日本国にオスプレイ陸揚げ認めない意見書

普天間飛行場の早期閉鎖・返還及び県内へのオスプレイ配備計画撤回を求める抗議決議

日本国にオスプレイ陸揚げ認めない抗議決議

総務財政
委員会付託

総務財政
委員会付託

総務財政
委員会付託

総務財政
委員会付託

教育民生
委員会付託

教育民生
委員会付託

教育民生
委員会付託

教育民生
委員会付託

教育民生
委員会付託

教育民生
委員会付託

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

採　択

採　択

採　択

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

即　決

即　決

即　決

即　決

即　決

即　決

即　決

即　決

即　決

普天間飛行場の早期閉鎖・返還及び県内へのオスプレイ配備計画撤回を求める意見書 
　普天間飛行場は、SACO合意から16年、沖縄国際大学のヘリ墜落
事故から7年、在日米軍再編協議から6年が経過した現在もなお
宜野湾市の中心に存在し、早朝から深夜に及ぶ飛行訓練が繰り
返され、周辺住民は、騒音被害や航空機事故の危険性にさらされ
続けている。
　そのような状況下において、昨年6月6日、米国防総省は、海兵
隊次期主力輸送機として垂直離着陸機MV22オスプレイを2012年
10月に普天間飛行場に配備すると正式に発表した。
　オスプレイは、開発段階での試験飛行や実戦配備後に墜落等
を繰り返し、ことし4月にはモロッコ、今月はフロリダ州で墜落
事故を起こすなど多数の犠牲者を出しているにも関わらず、米
側は同機の配備についてCH46より静かで、安全性が高いと優位
性のみを強調している。
　しかしながら、離着陸時の最大騒音はCH46を上回り、深夜及び
早朝の飛行が年間204回増加する計画であることから、日常的に
離着陸が繰り返される基地周辺では現状より騒音被害が増加す
ることは明らかである。
　さらに、オスプレイは、嘉手納飛行場への配備計画も浮上する
など、普天間飛行場のみならず、本島全域及び周辺離島において
訓練と即応運用を実施する計画であることから、各地の周辺住
民からは騒音問題、環境問題等に対する不安や怒りと墜落への
恐怖の声が上がっている。
　また、オスプレイが普天間飛行場に配備された場合、飛行ルー

トは、那覇市、浦添市、宜野湾市の住宅地のみならず、本島中南部
の多くの市町村上空を飛行しない限り普天間飛行場に到達でき
ないのであり、県民の生命をこの上なく危険にさらすことになる。
これは県民が、常時、墜落と死の恐怖に怯えながらの生活を余儀
なくされるということであり、言語道断である。
　県内にこのように危険なオスプレイを配備することにより、
普天間飛行場の固定化の既成事実を積み上げ、一方的に押しつ
けようとする日米両政府のやり方は、県民が強く望んでいる「一
日も早い危険性の除去」に逆行するものであり、断じて許される
ものではない。
　よって、本市議会は、県民の生命、安全及び生活環境を守る立
場から、県内へのオスプレイ配備計画に強く抗議するとともに、
下記の事項が速やかに実現されるよう強く要請する。

記

　１　普天間飛行場を固定化せず、早期閉鎖・返還すること。
　２　普天間飛行場の閉鎖・返還の時期を明確にすること。
　３　オスプレイ配備計画を直ちに撤回すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年6月28日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県豊見城市議会

� � あて先　内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対策担当大

原案可決 
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とみぐすく市議会だより ２０１２年９月５日発行 第１５９号 

議案番号 結　果 《報　告》　件　　名　 

議案番号 経　過 結　果 《その他議案》　件　　名　 

平成２４年 第3回 豊見城市議会定例会（6月議会）審議結果 

議案番号 経　過 結　果 《予算案》　件　　名　 

議案番号 経　過 結　果 《条例案》　件　　名　 

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第42号

承認第１号

承認第２号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

平成24年度豊見城市一般会計補正予算（第１号）

平成24年度豊見城市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成24年度豊見城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成24年度豊見城市一般会計補正予算（第2号）

専決処分の承認を求めることについて（平成23年度豊見城市一般会計補正予算（専決第１号））

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第41号

豊見城市母子及び父子家庭等医療費助成に関する条例の一部改正について

豊見城市火災予防条例の一部改正について

豊見城市消防手数料条例の一部改正について

総務財政
委員会付託

教育民生
委員会付託

教育民生
委員会付託

教育民生
委員会付託

即　決

即　決

即　決

即　決

即　決

即　決

即　決 原案可決

原案可決

即　決 承　認

承　認

承　認

報　告

報　告

報　告

報　告

報　告

報　告

報　告

報　告

報　告

即　決

即　決 同　意

即　決

住民基本台帳法の一部を改正する法律及び出入国管理及び難民認定法及び日本国との
平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部を改
正する等の法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案第40号

同意案第５号

豊見城市食育推進会議の設置に関する条例の制定について

専決処分の承認を求めることについて（豊見城市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（豊見城市固定資産税の課税免除に関
する条例の一部を改正する条例）

豊見城市固定資産評価員の選任について

平成23年度豊見城市一般会計繰越明許費繰越計算書について

平成23年度豊見城市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書について

平成23年度豊見城市土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書について

平成23年度豊見城市住宅地区改良事業特別会計繰越明許費繰越計算書について

専決処分の報告について（車両事故に対する損害賠償の額の決定及び和解について）

平成24年度沖縄県町村土地開発公社事業計画書について

豊見城市障害者計画について

専決処分の承認を求めることについて（豊見城市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例）

承認第３号

承認第４号

承認第５号

報告第８号

報告第９号

報告第10号

報告第11号

報告第12号

報告第13号

報告第14号

報告第15号

報告第16号

専決処分の報告について（市道２号線道路陥没による交通事故に対する損害賠償の額の決定
及び和解について）

専決処分の報告について（豊見城中学校グランドでのバッティング練習中の事故に対する損
害賠償の額の決定及び和解

原案可決

承　認

承　認
専決処分の承認を求めることについて（平成23年度豊見城市国民健康保険特
別会計補正予算（専決第２号））
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問
　
　
全
て
の
学
校
教
室

　
　
　
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

す
べ
き
と
求
め
て
き
た
。
一

括
交
付
金
対
応
は
ど
う
検
討

し
た
か
。

　
答
　
学
校
教
育
部
長
　
小

　
　
　
学
一
年
生
・
中
学
三

年
生
の
普
通
教
室
に
年
度
計

画
た
て
設
置
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
間
建
て
替
え
た
校
舎
を

南
向
き
に
配
置
、
夏
場
の
南

風
、
入
日
対
策
を
行
い
、
自

然
な
環
境
で
過
ご
せ
る
よ
う

と
り
く
ん
で
い
る
。

　
問
　
　
南
向
き
に
し
た
の

　
　
　
で
全
て
の
学
校
に
は

必
要
と
考
え
な
い
と
は
、
大

変
否
定
的
な
言
い
分
だ
。
一

括
交
付
金
で
設
置
事
業
を
要

求
し
て
い
る
資
料
が
あ
る
。

ど
の
様
な
事
を
要
求
し
て
い

る
か
。　

答
　
教
育
長
　
電
気

　
　
　
料
金
は
沖
縄
の

特
殊
性
が
十
分
あ
る
。

指
摘
の
よ
う
に
調
査
研

究
し
て
い
く
。
ク
ー
ラ

ー
設
置
困
難
な
理
由
の

一
つ
に
電
気
料
負
担
が

あ
る
と
い
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
成
長
段
階
の
児

童
、
生
徒
、
園
児
の
健

康
の
面
か
ら
懸
念
さ
れ

る
。
冷
房
病
は
冷
房
が
強
く
、

長
時
間
そ
こ
に
い
て
、
そ
の

後
外
気
温
に
さ
ら
さ
れ
る
事

の
繰
り
返
し
で
自
律
神
経
の

機
能
不
良
と
な
る
。
エ
ア
コ

ン
で
乾
燥
し
た
部
屋
で
ウ
ィ

ル
ス
性
感
染
症
、
細
菌
、
ダ

ニ
の
発
生
、
換
気
不
十
分
だ

と
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
を

ひ
き
お
こ
す
こ
と
も
あ
る
。

で
き
る
だ
け
自
然
の
涼
し
い

風
を
入
れ
る
校
舎
配
置
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
た
。

　
問
　
　
教
室
は
快
適
な
環

　
　
　
境
が
定
め
ら
れ
、
そ

の
条
件
を
つ
く
る
事
が
行
政

の
仕
事
、
教
室
は
定
期
的
な

調
査
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

基
準
オ
ー
バ
ー
の
教
室
は
ど

う
な
の
か
我
慢
を
強
い
る
の

か
調
査
結
果
で
答
え
て
ほ
し

い
。

　
答
　
学
校
教
育
部
長
　
暑

　
　
　
い
と
言
わ
れ
る
教
室

は
平
成
21
年
か
ら
平
成
22
年

ま
で
安
全
基
準
に
基
づ
き
設

置
を
進
め
た
。
さ
ら
に
暑
い

教
室
が
出
た
場
合
対
応
す
る

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
安

全
基
準
は
手
元
に
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。

嘉
数
村
政
時
代
に
出
さ
れ
た 

字
豊
見
城
自
治
会
か
ら
の
要 

請
も
含
め
て
ご
答
弁
を 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
第
一
次
産
業
が 

受
け
る
ダ
メ
ー
ジ
は
は
か
り 

知
れ
な
い 

地
権
者
や
地
元
自
治
会
へ
の 

説
明
を
早
期
に 

高
い
外
気
外
気
で
は
涼
し
く

涼
し
く
な
ら 

な
い 

 

高
い
外
気
で
は
涼
し
く
な
ら 

な
い 

Ｆ
１５
戦
闘
訓
練
の
騒
音
等 

対
応
策
は
強
い
姿
勢
で 

 

市
道
２５
号
線（
上
田
〜
渡
嘉 

敷
）に
つ
い
て 

多
目
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設 

に
つ
い
て 

ク
ー
ラ
ー
設
置
で 

快
適
な
教
育
環
境
を 

前
市
長
ら
の
責
任
を
追
求 

福
祉
行
政
に
つ
い
て 

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を 

問 

問 

問 

答 

答 

答 

環
境
美
化
に
つ
い
て 一

般
質
問 

教室の空調チェックをして快適に 

儀間盛昭　議員 

日本国にオスプレイ陸揚げ認めない 
意見書 
　普天間飛行場は、ＳＡＣＯ合意から16年、沖縄国際大学のヘリ墜落事
故から７年、在日米軍再編協議から６年が経過した現在もなお宜野湾
市の中心に存在し、早朝から深夜まで飛行訓練が繰り返され、周辺住民
は騒音被害や航空機事故の危険にさらされ続けている。
　このような状況下において、米国海兵隊のＭＶ22オスプレイを、次期
主力輸送機として普天間基地に配備するとの方針に、豊見城市を含む
沖縄県すべての自治体で反対決議が上げられた。
　７月１日沖縄県庁で行われた、森本敏防衛相による「オスプレイ配備
説明」の際にも県知事は「断固拒否するしかない」と指摘するなど、これ
だけ墜落事故を起こしているオスプレイの配備方針は白紙にもどすべ
きが、県民総意です。
　ところが米軍は、普天間飛行場に配備する予定の「垂直離着陸輸送機
ＭＶ22オスプレイ」を積んだ運搬船を、カリフォルニア州サンディエゴ
の港を出港させ、７月下旬には日本到着予定であるとの報道がなされ
ている。
　沖縄県民の総意を踏みにじる配備強行を断じて認めない立場で、オ
スプレイを積んだ運搬船の、日本国への入国を認めないよう強く求める。

記

　オスプレイを積んだ運搬船の日本への入国を断じて認めないこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。　　

平成２４年７月６日
沖縄県豊見城市議会

　あて先　内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、
　　　　　沖縄及び北方対策担当大臣

原案可決 

豊見城市にドーム式複合型スタジアムの 
建設誘致を求める意見書 

　本市は、平成9年度より沖縄県土地開発公社を事業主体として、沖縄県、
豊見城市の三者による豊見城市地先開発事業（豊崎地区）に取り組んで
きた。
　平成17年3月には、豊崎・与根・瀬長地区が観光関連施設の集積を図る
べく「エアウェイリゾート豊見城」として沖縄県の観光振興地域指定を
受け、特に豊崎地区においては、観光リゾート施設や観光関連商業施設
などの各事業所が調和した新しいまちづくりが進められている。
　本市は、空の玄関口である那覇空港に隣接し、国道331号バイパス豊
見城道路や、那覇空港自動車道名嘉地インターの整備等により交通ア
クセスの向上が図られ、西海岸に位置する豊崎美らSUNビーチや、リゾ
ートショッピングが楽しめる大型商業施設の充実により、県内外から
多くの来訪者が訪れ、賑わいのあるまちへと発展している。
　現在、沖縄県で計画されております「Jリーグ規格スタジアム」の建設
については、様々なスポーツコンベンションや各種催事に対応できる
施設として整備するため、多くの県民や来訪者にとって利便性の高い
ものにする必要がある。
　本市の豊崎地区においては、交通アクセスも良く、空港へも隣接して
いる事から集客も見込め、かつ、施設整備に必要な大規模な用地の取得
も容易であると考えられる。
　以上のことを踏まえ、本市議会は沖縄県の計画する「Jリーグ規格ス
タジアム」を沖縄特有の気候変動にも対応可能なドーム式複合型スタ
ジアムとして検討いただき、本市の豊崎地区において整備してくださ
るよう要請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2 4年 7月 6日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県豊見城市議会

　あて先　沖縄県知事

原案可決 
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民間戦争被害者を救済する｢新たな援護法｣ 
の制定を求める意見書 
　先の大戦で、沖縄においては一般住民を巻き込んだ国内唯一の壮絶
な日米の地上戦が行われ、アメリカ軍の10.10空襲や艦砲射撃など地上・
海上からの戦闘行為等が原因で県民の4分の1近い15万人（推定）が命を
失い、数えきれない肉体的・精神的障害を生み出し、甚大な財産的損害
を被り、言語に絶する苦しみや悲しみを体験し今日に至っております。
　沖縄戦の生存被害者は戦後66年後の現在、平均年齢が80歳を超えて
おります。
　戦争を開始し続行してきた国には、自ら引き起こした戦争被害にけ
じめをつけ、これを補償する条理上、法的な責任があり、行政や立法に
より解決すべき責任があります。
　アジア太平洋戦争のĀ沖縄戦āにおける一般民間戦争被害者のうち、戦
傷病者戦没者遺族等援護法により援護された被害者以外の数多くの未
補償の被害者（死没者の場合はその遺族）に対して、国の責任において
援護措置を決定し、相当の援護金等を支給するĀ新たな援護法āを制定す
ることを要請致します。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2 4年 7月 6日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県豊見城市議会

　あて先　参議院議長、衆議院議長、内閣総理大臣、
　　　　　沖縄及び北方対策担当大臣、厚生労働大臣

原案可決 

駐留軍関係離職者等臨時措置法の 
有効期限延長に関する意見書 

　駐留軍関係離職者等臨時措置法は、平成25年5月16日で有効期限を迎
える。
　駐留軍労働者の雇用状況は、米国の軍事政策や国際情勢等に影響を受
ける特殊な職場環境下にあり、本質的には不安定な状況に置かれている。
　本県においては、平成18年5月の在日米軍再編に関する最終報告で、「普
天間飛行場の移設や在沖海兵隊のグアム移転及び嘉手納以南の基地返
還」等が合意されており、5つの対象施設には3,862名（平成24年3月末）、
海兵隊施設には、4,977名（平成24年3月末）の労働者が勤務しているが、
状況如何によっては、雇用継続が困難となる事態も懸念される。
　一方、全国の失業率は4%台で推移しているが、県内の失業率は全国の
約2倍で推移し、雇用情勢は極めて深刻な状況にあり、駐留軍関係離職
者の再就職・自活の道は容易ではない。そうした中で駐留軍労働者の解
雇が発出されると、県経済に与える影響は大きく、地域的な雇用情勢は
パニック状態に陥る事は明らかである。
　よって、国におかれては、駐留軍労働者の不安定な雇用状況を勘案の
うえ、駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限を再延長されるよう
要請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2 4年 7月 6日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県豊見城市議会

　あて先　防衛大臣、厚生労働大臣

原案可決 

自衛隊機事故の抜本的再発防止策と那覇空港の民間専用化を求める意見書 原案可決 ｢こころの健康を守り推進する基本法｣の制定に関する意見書 
　心身の健康は、一人ひとりの国民の基本的な権利であり、社会の活力と

発展の基盤をなすものである。しかし、現在のわが国は、年間自殺者が３

万人にも上り、320万人を超える方々、つまり国民のおよそ40人に１人が

精神疾患のために医療機関を受診しているという数字に代表されるよう

に、Ā国民の心の健康危機āと言える状況にある。自殺はもちろんのこと、引

きこもりや虐待、路上生活など多くの社会問題の背景にも、心の健康の問

題が大きく関与している。

　世界保健機構（ＷＨＯ）は、病気が命を奪い生活を傷害する程度を表す

総合指標（障害調整生存年）を開発し、政策による優先度をあらわす指標

として提唱しているが、この世界標準の指標により、先進国において命と

生活に最も影響するのは精神疾患であることが明らかになった。

　また、我が国においては、自殺やうつ病がなくなった場合の経済的便益

は、単年で約2兆7千億円という推計もあり、さらに都道府県が作成する医

療計画に盛り込むべき疾患として新たに精神疾患を加え、がんや脳卒中

とともに５大疾病とする方針が国において示されるなど、心の健康への

対応が強く求められている。

　欧米では国民の健康についてのさまざまな施策が進められているが、

日本ではそうした重要度にふさわしい施策がとられておらず、精神保健・

医療・福祉サービスの現状は、国民ニーズにまだまだ十分にこたえられる

ものとはなっていない。

　心の健康危機を克服し、安心して生活ができる社会、発展と活力ある社

会を実現するためには、心の健康を国の最重要課題の一つと位置づけ、５

大疾病の時代にふさわしい基本法を制定し、総合的で長期的な施策を実

行することが必要である。

　よって、本市議会は、国会及び政府に対し、その重要性にふさわしく、す

べての国民を対象とし、心の健康についての総合的で長期的な政策と、そ

のために必要となる財源等を保障する「心の健康を守り推進する基本法」

を制定するよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2 4年 7月 6日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県豊見城市議会

　あて先　参議院議長、衆議院議長、厚生労働大臣

原案可決 

自衛隊機事故の抜本的再発防止策と那覇空港の民間専用化を求める意見書 原案可決 空手道会館を豊見城市へ建設要望の意見書 
　琉球王府時代よりアジアの影響を多く受けてきた本県の伝統文化は、

県民をはじめとする多くの関係者の努力により継承、発展してきました。

とりわけ平成22年度に「組踊」がユネスコ無形文化遺産として認定された

ことは県内外で大きな注目を集めました。

　本市における伝統文化・芸能は、12年に一度辰年に字高安で行われる「龕

ゴウ祭り」、6年に一度卯年と酉年に字保栄茂で行われる「マチ棒」、各地域

で行われる綱引き、豊見城市文化協会を中心として毎年開催されている

総合文化祭や豊見城発祥の地である瀬長島では組踊「手水の縁」「仲風節」

の歌碑が建設されるなど次世代への継承が着実になされております。ま

た、琉球王府時代冊封使の歓待の席で演じられていた字平良、字保栄茂を

題材とした組踊「未生の縁」が241年ぶりとなる平成9年に再演され、また、

豊見城市龍船協会によるハーリー文化の起源とされる爬龍船が復元され、

さらに神事の復活などが行われるなど大きな発展を見せております。

　近年本市では、沖縄観光の玄関口である那覇空港まで接続される那覇

空港自動車道の豊見城・名嘉地インターチェンジの開通や南部地域を結

ぶ国道331号バイパスの整備などにより県内交通網の要所に位置づけら

れております。また、平成17年3月の沖縄振興特別措置法に基づく観光振

興地域「エアウェイリゾート豊見城地域」の指定などにより西海岸地域の

企業立地、県内最大級のビーチを持つ海浜公園の整備によるイベントの

開催、温泉宿泊施設の開発が進められるなど観光振興の著しい発展をし

ております。

　このように、新しい文化と古い文化が共存共栄する本市ですが、全県規

模の文化施設や体育施設がなく、そのポテンシャルを発揮できずにいます。

　つきましては、県土の均衡ある発展と本市の地の利を生かすべく、現在、

県が計画しております文化発信交流拠点施設（県立空手道会館）の建設場

所として本市を選定していただきますよう、強く要望いたします。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2 4年 7月 6日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県豊見城市議会

　あて先　沖縄県知事

原案可決 
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セ
ス
道
路
の
整
備
は
、

西
海
岸
地
域
の
有
機
的
連
携
、

地
域
の
活
性
化
、
観
光
や
臨

空
型
産
業
等
の
振
興
に
お
い

て
、
有
効
か
つ
必
要
不
可
欠

な
も
の
だ
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
答
　
企
画
部
参
事
監
　
西

　
　
　
海
岸
地
域
全
体
の
産

業
振
興
や
地
域
振
興
を
考
え

る
上
で
、
ご
指

摘
の
与
根
、
豊

崎
間
の
ア
ク
セ

ス
道
路
に
つ
い

て
は
、
大
き
な

課
題
だ
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
、
一
括

交
付
金
を
活
用

し
た
西
海
岸
活

性
化
構
想
事
業

を
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ

の
中
で
交
通
の
状
況
や
課
題

を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
西

海
岸
地
域
全
体
と
し
て
の
道

路
網
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
　
沖
縄
振
興
特
別
措

　
　
　
置
法
に
産
業
振
興
の

た
め
の
特
別
措
置
と
し
て
、

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地

域
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
は
施
政
方
針
に﹁
臨
空
・

臨
港
型
産
業
の
新
た
な
物
流

関
連
産
業
の
集
積
・
拠
点
づ

く
り
﹂を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

県
と
連
携
し
、
地
域
指
定
を

目
指
す
考
え
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

　
答
　
企
画
部
長
　
市
は
、

　
　
　
県
の
調
査
に
対
し
、

与
根
を
中
心
と
し
た
西
部
地

域
の
地
域
指
定
に
つ
い
て
前

向
き
な
回
答
を
し
て
お
り
、

県
の
関
係
部
署
と
連
携
し
、

地
域
指
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問 

問 問 

問 

問 答 

答 

答 

答 答 

与
根
ー
豊
崎
間
に 

振
興
道
路
の
整
備
を 

よ
り
よ
い
教
育
環
境
づ
く
り 

を
目
指
し
て 

市
民
農
園
に
つ
い
て 

国
保
事
業
に
つ
い
て 

不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て 

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て 

道
路
行
政
に
つ
い
て 

防
災
に
つ
い
て 

待
機
児
童
解
消
策 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

温
泉
で
い
こ
い
の
島
に 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

防
災
計
画
の
総
点
検
と
見
直
し
を 

温
泉
の
あ
る
憩
い
の
島
を 

学
校
給
食
は
直
営
で
す
べ
き 

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て 

防
災
無
線
、２４
年
度
に
設
置 

災
害
対
策
に
、万
全
を 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

市
民
農
園
に
つ
い
て 

瀬
長
島
野
球
場 

及
び
周
辺
整
備 

に
つ
い
て 

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地 

域
の
指
定
に
つ
い
て

域
の
指
定
に
つ
い
て 

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地 

域
の
指
定
に
つ
い
て 

持
続
可
能
な
環
境 

と
安
心
・
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
に 

つ
い
て 

防
災
無
線
、２４
年 

度
に
設
置 

与根ー豊崎間のアクセス道路整備は、 
産業振興、地域活性化に必要不可欠 

教育環境の充実を目指して 

宜保安孝　議員 

比嘉秀雄　議員 

市民体育館予定地 

与根地区 

豊崎地区 
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問
　
　
①
南
斎
場
の
進
捗

　
　
　
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

②
組
合
議
員
よ
り
、
用
地
購

入
の
た
め
の
土
地
鑑
定
評
価

が
高
い
と
の
こ
と
か
ら
、
再

鑑
定
の
業
務
委
託
を
さ
れ
て

い
る
が
、
再
鑑
定
の
結
果
は

で
て
い
る
の
か
、
再
鑑
定
に

係
る
業
務
委
託
の
費
用
は
ど

の
く
ら
い
か
伺
う
。

　
③
用
地
購
入
が
伴
う
各
事

業
に
お
い
て
再
鑑
定
を
し
た

際
に
前
鑑
定
以
上
と
の
評
価

に
な
っ
た
場
合
、
ど
ち
ら
の

評
価
を
採
用
す
る
の
か
伺
う
。

　
答
　
振
興
開
発
課
長
　
①

　
　
　
当
初
の
基
本
方
針
で

は
、
平
成
23
年
度
に
工
事
着

手
、
平
成
24
年
度
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
た
が
、
現
在

は
平
成
24
年
度
用
地
購
入
後

に
工
事
を
着
手
し
、
平
成
25

年
度
中
に
供
用
開
始
を
予
定
。

②
従
前
の
鑑
定
評
価
検
証
の

た
め
、
別
の
鑑
定
士
に
鑑
定

評
価
を
依
頼
し
た
と
伺
っ
て

い
る
。
鑑
定
結
果
は
新
た
な

評
価
に
基
づ
き
、
用
地
交
渉

を
地
権
者
に
対
し
行
っ
て
な

い
こ
と
か
ら
、
内
容
、
単
価

や
総
額
の
公
表
は
現
時
点
で

は
差
し
控
え
た
い
と
の
こ
と
。

鑑
定
委
託
費
に
つ
い
て
は
、

382
万
４
千
円
と
伺
っ
て
い
る
。

③
公
共
用
地
取
得
に
伴
う
損

失
補
償
基
準
第
３
条
に
よ
る

と
﹁
土
地
等
の
取
得
ま
た
は

使
用
に
係
る
補

償
額
は
契
約
締

結
時
の
価
格
に

よ
っ
て
算
定
﹂

と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
額
の

高
い
低
い
で
は

な
く
、
契
約
締

結
時
点
の
鑑
定

評
価
を
採
用
す

る
。

　
問
　
　
野
球
場
の
全
面
改

　
　
　
修
の
工
事
の
期
間
は
、

ど
の
程
度
の
期
間
の
想
定
か

伺
う
。

　
答
　
生
涯
学
習
振
興
課
長

　
　
　
今
年
度
に
６
ヶ
月
の

期
間
を
か
け
て
実
施
設
計
を

行
い
、
平
成
25
年
度
に
７
ヶ

月
間
の
工
期
で
改
修
工
事
計

画
で
あ
る
。︵
外
野
フ
ェ
ン
ス

整
備
、バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
・

内
野
グ
ラ
ン
ド
整
備
、
観
客

席
及
び
球
場
周
辺
整
備
︶

　　　

　
　
　

　
　

　
問
　
　
①
嘉
数
地
域
の
歴

　
　
　
史
あ
る
長
嶺
城
跡
を

整
備
し
、
史
跡
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
甦
ら
せ
る
事
を
提
案
し

た
い
。

　
答
　
文
化
課
長
　
地
権
者

　
　
　
の
同
意
を
得
な
が
ら

調
査
等
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
一
括
交
付
金
を

活
用
し
ま
し
て
長
嶺
城
跡
の

説
明
板
の
設
置
も
検
討
し
ま

す
。

　
問
　
　
②
長
嶺
城
跡
を
整

　
　
　
備
し
、
近
年
頻
繁
に

発
生
す
る
地
震
想
定
外
の
津

波
な
ど
の
自
然
災
害
に
備
え

た
一
時
避
難
場
所
と
し
て
活

用
出
来
な
い
か
当
局
の
見
解

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
答
　
総
務
課
長
　
長
嶺
城

　
　
　
跡
の
有
効
活
用
が
図

ら
れ
、
公
園
等
の
機
能
を
あ

わ
せ
持
つ
施
設
等
に
整
備
が

行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
防

災
機
能
向
上
と

し
て
広
域
的
な

一
時
避
難
場
所

や
津
波
避
難
所

と
し
て
指
定
を

行
う
こ
と
を
検

討
し
て
ま
い
り

た
い
。

　
問
　
　
①
東

　
　
　
部
地
区

活
性
化
策
に
関

し
、
市
街
化
調

整
区
域
の
公
的

施
設
や
観
光
施

設
な
ど
の
誘
致
促
進
に
つ
い

て
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
具

　
　
　
体
的
な
項
目
が
非
常

に
見
つ
か
り
に
く
い
と
い
う

こ
と
で
、
我
々
も
前
向
き
に

い
ろ
い
ろ
情
報
収
集
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
な
か
な
か
示
す

こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。

　
問
　
　
②
東
部
地
区
活
性

　
　
　
化
策
の
中
で
多
目
的

公
園
整
備
に
つ
い
て
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
公

　
　
　
園
整
備
に
つ
い
て
で

す
け
れ
ど
も
、
豊
崎
総
合
公

園
の
事
業
が
平
成
27
年
度
完

了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
継
事
業
と
し
て

東
部
地
区
に
お
け
る
長
嶺
城

跡
を
中
心
と
す
る
基
幹
公
園

の
設
置
が
出
来
な
い
か
検
討

し
た
い
。
今
後
、
基
本
計
画

を
作
成
す
る
中
で
具
体
的
に

長
嶺
城
跡
の
公
園
整
備
計
画

が
示
せ
る
よ
う
な
、
あ
る
い

は
事
業
化
出
来
る
よ
う
な
方

向
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

歴
史
あ
る
長
嶺
城
跡
整
備 

活
用
に
つ
い
て 

南
斎
場
建
設
に
つ
い
て 

問 
問 

問 問 

問 

問 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

市
民
農
園
に
つ
い
て 

国
保
事
業
に
つ
い
て 

不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て 

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て 

道
路
行
政
に
つ
い
て 

防
災
に
つ
い
て 

待
機
児
童
解
消
策 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

温
泉
で
い
こ
い
の
島
に 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

防
災
計
画
の
総
点
検
と
見
直
し
を 

温
泉
の
あ
る
憩
い
の
島
を 

学
校
給
食
は
直
営
で
す
べ
き 

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て 

防
災
無
線
、２４
年
度
に
設
置 

災
害
対
策
に
、万
全
を 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

市
民
農
園
に
つ
い
て 

瀬
長
島
野
球
場

瀬
長
島
野
球
場 

及
び
周
辺
整
備

及
び
周
辺
整
備 

に
つ
い
て

に
つ
い
て 

瀬
長
島
野
球
場 

及
び
周
辺
整
備 

に
つ
い
て 

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地 

域
の
指
定
に
つ
い
て 

持
続
可
能
な
環
境 

と
安
心
・
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
に 

つ
い
て 

防
災
無
線
、２４
年 

度
に
設
置 

歴史ある長嶺城跡を整備し有効利用実現を！ 

外間　剛　議員 

与那覇清雄　議員 

南斎場建設予定地 
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問
　
　
庁
舎
位
置
を
変
更

　
　
　
す
る
の
は
特
別
議
決

で
議
会
の
３
分
の
２
以
上
の

同
意
が
必
要
で
し
た
。
当
時

の
約
束
は
、
庁
舎
位
置
の
変

更
は
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
な

も
の
で
あ
る
。
10
年
を
め
ど

に
旧
庁
舎
も
し
く
は
旧
庁
舎

付
近
に
戻
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
こ
の
約
束
を
ど
う
受

け
と
め
る
か
。

　
答
　
企
画
部
参
事
監
　
こ

　
　
　
こ
の
庁
舎
は
当
分
の

間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

新
庁
舎
の
位
置
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
　
本
市
で
支
給
さ
れ

　
　
　
る
旅
費
の
中
に
支
度

金
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
こ

れ
が
も
ら
い
っ
ぱ
な
し
に
な

っ
て
な
い
か
。
生
活
保
護
世

帯
の
転
居
費
用
は
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
す
る
の
に
職
員
旅
費

は
も
ら
い
っ
ぱ
な
し
に
す
る

こ
と
に
矛
盾
は
な
い
か
。

　
答
　
人
事
課
長
　
旅
費
の

　
　
　
支
給
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
定
額
支
給
を
見

直
し
航
空
運
賃
や
宿
泊
料
は

パ
ッ
ク
料
金
に
よ
る
実
費
相

当
額
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
ご
指
摘

の
支
度
料
に
つ
い

て
は
内
国
旅
行
と

異
な
る
準
備
ま
た

は
携
行
品
等
を
必

要
と
す
る
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
文

化
課
の
市
史
編
纂

の
ハ
ワ
イ
現
地
調

査
の
時
は
定
額
支

給
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
23
年
度

に
宜
保
市
長
が
台
湾
に
出
張

さ
れ
た
時
は
支
給
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
支
度
料
の
支

給
に
関
し
て
は
、
職
員
に
負

担
を
か
け
な
い
範
囲
内
で
の

実
費
支
給
を
徹
底
し
て
い
き

た
い
。

　
問
　
　
香
港
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

　
　
　
ー
ト
レ
ー
ス
の
沖
縄

予
選
を
や
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
答
　
市
長
　
本
市
か
ら
３

　
　
　
年
連
続
宝
ハ
ー
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
香
港
国
際
大
会
に

出
場
、
私
も
応
援
に
行
き
ま

す
が
、
そ
の
際
、
沖
縄
予
選

開
催
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
、
開
催
可
能
な
ら
ば
支
援

し
ま
す
。

　　　　　　

　
　
　

　　
問
　
　
都
市
計
画
決
定
に

　
　
　
つ
い
て
、
沖
縄
県
か

ら
の﹁
意
見
﹂の
内
容
を
伺
う
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
平

　
　
　
成
24
年
３
月
29
日
に

回
答
。﹁
都
市
計
画
変
更
に
当

た
っ
て
は
案
の
縦
覧
等
で
出

さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
説
明

責
任
を
果
た
す
と
共
に
、
自

然
環
境
の
保
全
及
び
文
化
財

の
保
護
に
十
分
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
﹂
と
の
意
見
が
付

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
問
　
　
再
鑑
定
を
行
う
と

　
　
　
決
め
た
日
時
、
理
由

及
び
平
成
22
、
23
年
に
２
回

﹁
付
加
条
件
﹂
付
き
の
、
将

来
見
込
み
評
価
の
不
動
産
鑑

定
を
採
用
し
た
こ
と
に
対
す

る
見
解
は
。

　
答
　
振
興
開
発
課
長
　
今

　
　
　
年
４
月
、
従
前
の
鑑

定
評
価
の
検
証
を
行
う
た
め

実
施
を
決
め
た
。
有
資
格
者

で
あ
る
不
動
産
鑑
定

士
が
適
切
に
鑑
定
業

務
を
行
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
と
の
事

で
す
。

　
問
　
　
付
加
条
件

　
　
　
を
付
け
た
鑑

定
評
価
は
本
来
あ
り

得
な
い
。
豊
見
城
市

で
も
行
っ
て
い
な
い
。
高
値

買
い
に
な
り
か
ね
な
い
付
加

条
件
付
鑑
定
の
中
身
ま
で
吟

味
し
な
い
で
素
通
り
し
て
き

た
事
に
対
す
る
答
弁
を
求
め

る
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
半

分
以
上
が
反
対
。
賛
成
す
る

30
％
の
皆
さ
ん
の
内
、
７
割

は
﹁
規
模
が
過
大
で
な
い
か
、

な
ぜ
、
い
な
ん
せ
斎
苑
並
み

の
斎
場
が
必
要
か
﹂
と
い
う

住
民
の
率
直
な
思
い
が
あ
り
、

県
の
指
摘
を
受
け
た
事
業
に

ど
う
応
え
る
か
。

　
答
　
副
市
長
　
南
部
広
域

　
　
　
市
町
村
圏
事
務
組
合

の
事
務
と
し
て
共
同
処
理
を

し
て
お
り
、
組
合
の
事
務
に

つ
い
て
は
、
私
の
権
限
外
で

あ
り
答
弁
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

・
土
地
も
購
入
せ
ず
、
２
月

　
に
造
成
工
事
入
札
し
た
事

　
へ
の
見
解
、
落
札
業
へ
の

　
対
応
。

・
市
道
118
号
線
の
早
期
整
備
。

・
真
珠
道
の
復
元
整
備
求
む
。

・
豊
見
城
城
の
整
備
検
討
を
。

・
国
際
交
流
の
促
進
。

・
真
玉
橋
団
地
の
急
傾
斜
地

　
対
策
事
業
促
進
。

農
道
整
備
に
つ
い
て 

市
民
多
様
の
意
見
を
無
視 

韓
国
大
学
生
と
の
交
流
事
業 

市
道
２５
号
線
改
良
事
業 

問 

問 

問 

問 

問 

問 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

市
道
２５
号
線
改
良
事
業 

市
民
と
の
約
束
を 

ど
う
受
け
止
め
る
か 

中
国
大
連
市
で
の
物
産
展 

開
催
を 

説
明
責
任
果
た
す

説
明
責
任
果
た
す 

答
弁
を

答
弁
を 

説
明
責
任
果
た
す 

答
弁
を 

豚
舎
の
悪
臭
対
策 

に
つ
い
て 

１１
市
の
中
で
私
の
退
職
金 

は
一
番
低
い 

一
定
の
効
果
が
報
告
さ
れ
て 

い
る
の
で
検
討
し
た
い 

公
民
館（
共
同
利 

用
施
設
）の
リ
フ
ォ 

ー
ム
を 

保
育
行
政
に
つ
い
て 

説
明
責
任
と
配
慮
が
必
要

説
明
責
任
と
配
慮
が
必
要 

説
明
責
任
と
配
慮
が
必
要 

南
斎
場
の
再
鑑
定
理
由
は

南
斎
場
の
再
鑑
定
理
由
は 

南
斎
場
の
再
鑑
定
理
由
は 

道
路
行
政
に
つ
い
て 

適
正
な
手
続
き
？
疑
問
次
々 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

な
ぜ
北
斎
場
と
同
等
規
模
か 

重
く
重
く
受
け
と
め
る 

重
く
受
け
と
め
る 

今
後
は
行
政
や
観
光
協
会
が 

防
犯
カ
メ
ラ
を
検
討
し
た
い 

異
文
化
交
流
事
業
に
つ
い
て 

道
路
整
備
欠
け
た
ら
不
同
意 

公
平
公
正
な
対
応
 

な
の
か
 

花
と
緑
の
ま
ち
 

づ
く
り
 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
実
施
を 

待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て 

豚
舎
の
悪
臭
対
策
は 

 

保
健
事
業
に
つ
い
て 

損
害
金
か
判
断
示
さ
ぬ
市
長 

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会 

火
葬
場
の
再
鑑
定 

説
明
責
任
を
果
た
せ 

南
斎
場
・
火
葬
場
事
業 

南
斎
場
２６
億
、3
路
線
３２
億 

職
員
職
員
の
旅
費
旅
費
は
実
費
支
給

実
費
支
給
に
 

す
べ
き
 

職
員
の
旅
費
は
実
費
支
給
に 

す
べ
き 

職
員
職
員
に
負
担
負
担
を
か
け
な
い
範
 

囲
内
囲
内
で
実
費
支
給

実
費
支
給
の
徹
底
徹
底
を
 

職
員
に
負
担
を
か
け
な
い
範 

囲
内
で
実
費
支
給
の
徹
底
を 

豊見城の龍船はアジアと沖縄をつなぐ 

今年5月、火葬場予定地の再鑑定を実施 

瀬長美佐雄　議員 
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問
　
　
市
道
２
号
線
の
整

　
　
　
備
状
況
を
伺
う
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
市

　
　
　
道
２
号
線
は
平
成
24

年
度
新
規
事
業
採
択
さ
れ
、

事
業
期
間
が
５
年
間
で
平
成

28
年
度
完
了
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
計
画
と
し
て
は

平
成
24
年
度
に
測
量
業
務
、

地
質
調
査
業
務
、
詳
細
設
計

業
務
を
予
定
し
て
お
り
、
現

在
委
託
業
務
発
注
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
る
。
平
成
25

年
度
の
計
画
と
し
て
は
、
用

地
測
量
業
務
、
物
件
補
償
調

査
業
務
を
予
定
し
て
お
り
、

業
務
が
終
わ
り
次
第
、
用
地

買
収
を
行
い
事
業
の
進
捗
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
　
上
田
分
離
新
設
校

　
　
　
周
辺
の
道
路
整
備
状

況
を
伺
う
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
上

　
　
　
田
分
離
移
転
校
周
辺

の
道
路
と
し
て
、
市
道
195
号

線
が
平
成
24
年
度
新
規
事
業

採
択
さ
れ
て
お
り
、
道
路
詳

細
設
計
の
委
託
業
務
発
注
に

向
け
準
備
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
児
童
生
徒
が
通
学
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
新

た
に
2.5
ｍ
の
歩
道
を
拡
幅
整

備
す
る
も
の
で
す
。
次
年
度

以
降
、
物
件
補
償
、
用
地
買

収
、
道
路
工
事
を
順
次
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
市
道
436

号
線
、
54
号
線

に
つ
い
て
は
残

念
な
が
ら
採
択

さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
引

き
続
き
平
成
25

年
度
事
業
と
し

て
、
県
に
概
算

要
望
と
し
て
提

出
し
て
お
り
ま

す
。

　
問
　
　
ド
ー

　
　
　
ム
式
複

合
型
施
設
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
も
、
道
路
交
通
政
策
を

し
っ
か
り
機
能
さ
せ
て
い
か

ね
ば
と
考
え
る
が
。

　
答
　
企
画
部
参
事
監
　
ご

　
　
　
指
摘
の
通
り
豊
崎
地

区
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
交
通
渋

滞
は
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
施
策
等
で
短
期
的
に

で
き
る
事
、
交
差
点
改
良
や

橋
り
ょ
う
整
備
等
と
い
っ
た

中
長
期
的
に
整
備
す
る
事
を

整
理
し
、
時
間
軸
を
持
っ
て

計
画
的
に
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問 

・
と
み
ぐ
す
く
祭
り
に
つ
い
て
。

・
市
民
大
運
動
会
に
つ
い
て
。

・
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
。

　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　

　
問
　
　
①
ウ
ー
ジ
染
め
の

　
　
　
体
験
学
習
か
ら
生
産
、

販
売
ま
で
一
貫
し
た
施
設
の

進
捗
状
況
を
伺
う
②
体
験
、

滞
在
型
に
よ
り
、
景
気
や
経

済
効
果
を
高
め
る
持
続
可
能

な
観
光
産
業
を
生
み
出
す
市

観
光
協
会
拠
点
づ
く
り
へ
の

見
解
を
伺
う
③
︵
仮
称
︶
響
む

レ
デ
ィ
ー
や
観
光
大
使
設
置

の
進
捗
状
況
を
伺
う
④
ウ
ー

ジ
染
め
、
紅
型
、
ハ
ー
リ
ー

発
祥
の
地
︵
汪
応
祖
と
王
妃
︶

に
ち
な
ん
だ
ビ
ー
チ
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
を
誘
致
す
る
考
え
は
。

　
答
　
企
画
部
長
　
①
②
一

　
　
　
拠
点
に
お
い
て
ウ
ー

ジ
染
め
を
見
て
、
触
れ
て
、

体
験
で
き
る
施
設
と
、
市
観

光
協
会
の
事
務
所
を
併
設
す

る
③
観
光
大
使
の
設
置
に
つ

い
て
、
な
る
た
け
早
い
時
期

に
実
現
で
き
る
よ
う
調
整
を

進
め
た
い
④
ビ
ー
チ
内
レ
ス

ト
ラ
ン
が
ビ
ー
チ
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
の
企
画
を

行
い
募
集
し
て

い
る
。

　
問
　
　
①
瀬

　
　
　
長
島
を

﹁
花
と
緑
あ
ふ

れ
る
フ
ラ
ワ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
﹂

と
し
て
目
指
す

考
え
は
な
い
か

見
解
を
伺
う
②

雇
用
の
促
進
と
﹁
花
い
っ
ぱ

い
街
道
づ
く
り
﹂
の
た
め
県

道
、
国
道
へ
美
化
推
進
事
業

を
県
へ
要
請
す
る
考
え
は
③

庁
舎
及
び
周
辺
も
花
と
緑
あ

ふ
れ
る
景
観
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
う

④
﹁
桜
山
荘
﹂
前
の
桜
の
並

木
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
桜

が
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

補
充
の
植
栽
の
見
解
を
伺
う
。

　
答
　
企
画
部
参
事
監
　
①

　
　
　
瀬
長
島
観
光
拠
点
整

備
事
業
と
い
う
事
業
名
で
一

括
交
付
金
の
活
用
を
考
え
て

お
り
ま
す
検
討
委
員
会
の
中

で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　
道
路
課
長
　
②
美
化
推
進

事
業
に
つ
い
て
県
に
要
請
し

た
い
④
専
門
的
な
知
識
を
要

す
る
方
の
意
見
を
拝
聴
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
管
財
検
査
課
長
　
③
プ
ラ

ン
タ
ー
や
鉢
植
な
ど
工
夫
に

よ
り
美
化
に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
非
婚
の
母
子
、
保
育
所
入

　
所
料
金
、
公
営
住
宅
費
の

　
算
定
に
み
な
し
控
除
を
。

・
不
妊
治
療
費
助
成
。

・
ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
。

農
道
整
備
に
つ
い
て 

市
民
多
様
の
意
見
を
無
視 

韓
国
大
学
生
と
の
交
流
事
業 

市
道
２５
号
線
改
良
事
業 

問 

問 

問 

問 

問 

答 

答 答 

答 

答 

市
道
２５
号
線
改
良
事
業 

道
路
一
つ
で
、
地
域
の 

未
来
が
変
わ
る 

中
国
大
連
市
で
の
物
産
展 

開
催
を 

説
明
責
任
果
た
す 

答
弁
を 

豚
舎
の
悪
臭
対
策 

に
つ
い
て 

１１
市
の
中
で
私
の
退
職
金 

は
一
番
低
い 

一
定
の
効
果
が
報
告
さ
れ
て 

い
る
の
で
検
討
し
た
い 

公
民
館（
共
同
利 

用
施
設
）の
リ
フ
ォ 

ー
ム
を 

保
育
行
政
に
つ
い
て 

説
明
責
任
と
配
慮
が
必
要 

南
斎
場
の
再
鑑
定
理
由
は 

道
路
行
政
に
つ
い
て

道
路
行
政
に
つ
い
て 

道
路
行
政
に
つ
い
て 

適
正
な
手
続
き
？
疑
問
次
々 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

な
ぜ
北
斎
場
と
同
等
規
模
か 

重
く
受
け
と
め
る 

今
後
は
行
政
や
観
光
協
会
が 

防
犯
カ
メ
ラ
を
検
討
し
た
い 

異
文
化
交
流
事
業
に
つ
い
て 

道
路
整
備
欠
け
た
ら
不
同
意 

公
平
公
正
な
対
応
 

な
の
か
 

花
と
緑
と
緑
の
ま
ち
 

づ
く
り
 

花
と
緑
の
ま
ち
 

づ
く
り
 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
実
施
を 

待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て 

豚
舎
の
悪
臭
対
策
は 

 

保
健
事
業
に
つ
い
て 

損
害
金
か
判
断
示
さ
ぬ
市
長 

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会 

観
光
振
興
策
に
つ
い
て 

南
斎
場
・
火
葬
場
事
業 

南
斎
場
２６
億
、3
路
線
３２
億 

職
員
の
旅
費
は
実
費
支
給
に
 

す
べ
き
 

職
員
に
負
担
を
か
け
な
い
範
 

囲
内
で
実
費
支
給
の
徹
底
を
 

安心安全な通学路整備を！上田分離新設校予定地 

地域の資源を生かした観光産業を 

大田正樹　議員 

仲田政美　議員 
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問
　
　
幼
稚
園
の
預
か
り

　
　
　
保
育
の
目
的
を
伺
う
。

　
答
　
学
校
教
育
課
長
　
保

　
　
　
護
者
の
子
育
て
支
援

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
問
　
　
子
育
て
支
援
に
資

　
　
　
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

振
替
休
日
に
関
し
て
は
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
答
　
学
校
教
育
課
長
　
工

　
　
　
夫
を
す
れ
ば
安
全
を

確
保
し
て
実
施
が
可
能
か
ど

う
か
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
問
　
　
前
々
か
ら
安
全
対

　
　
　
策
に
つ
い
て
は
議
会

で
取
り
上
げ
、
今
後
も
引
き

続
き
市
内
学
校
周
辺
に
徹
底

し
た
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ

る
。
市
道
254
号
線
︵
と
よ
み

小
学
校
前
︶
に
つ
い
て
、
児

童
登
下
校
児
の
安
全
対
策
を

伺
う
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
現

　
　
　
在
、
封
鎖
さ
れ
て
い

る
学
校
側
歩
道
を
活
用
し
、

約
60
ｍ
区
間
に
歩
道
を
新
設

し
、
比
較
的
道
路
法
線
が
直

線
で
、
通
行
車
両
か
ら
見
通

し
が
よ
い
場
所
に
横
断
歩
道

の
設
置
を
計
画
。
公
安
委
員

会
か
ら
の
横
断
歩
道
の
設
置

が
可
能
で
あ
る
旨
の
回
答
が

あ
れ
ば
、
斜
面
地
へ
の
歩
道

設
置
に
係
る
予
算
の
早
期
確

保
に
努
め
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
対
策
に
取
り
組

む
。

　
問
　
　
陸
上
競
技

　
　
　
場
の
利
活
用

に
よ
り
、
経
済
効
果

を
生
み
出
せ
る
可
能

性
を
見
込
ん
で
い
る

か
伺
う
。

　
答
　
生
涯
学
習
部

　
　
　
長
　
陸
上
競

技
場
そ
の
も
の
は
経

済
効
果
を
生
み
出
す

施
設
と
し
て
は
認
識

し
て
な
い
が
、
ジ
ュ

ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
キ
ャ
ン
プ
と
い
う

部
分
に
お
い
て
、
宿
泊
施
設
、

そ
れ
か
ら
輸
送
運
輸
等
と
い

う
部
分
で
経
済
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
将

来
の
夢
と
希
望
を
与
え
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
問
　
　
国
保
税
の
負
担
軽

　
　
　
減
に
一
括
交
付
金
を

充
て
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

　
答
　
企
画
部
長
　
沖
縄
振

　
　
　
興
特
別
推
進
市
町
村

交
付
金
要
綱
第
３
条
に
お
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
の

た
め
一
括
交
付
金
を
活
用
す

る
こ
と
は
困
難
。

　　　　

　
　
　

　
問
　
　
障
が
い
の
あ
る
市

　
　
　
民
の
雇
用
の
実
態
に

つ
い
て
、
ま
た
虐
待
の
事
例
、

防
止
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
答
　
障
が
い
・
長
寿
課
長

　
　
　
本
市
の
障
が
い
者
雇

用
は
職
員
数
242
人
に
対
し
６

人
と
な
っ
て
お
り
、
実
雇
用

率
は
２
・
61
％
と
な
っ
て
い

る
。
56
人
以
上
規
模
の
民
間

事
業
所
に
お
け
る
雇
用
状
況

に
お
い
て
は
、
24
社
の
総
従

業
員
数
５
千
46
人
に
対
し
、

障
が
い
者
が
153
人
と
な
っ
て

お
り
、
実
用
雇
用
率
は
３
・

03
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
虐
待
の
事
例
、

防
止
策
に
つ
い
て
は
、
現
在

障
が
い
者
及
び
障
が
い
児
に

対
す
る
虐
待
の
通
報
は
な
く
、

把
握
し
て
い
る
事
例
は
あ
り

ま
せ
ん
。
障
が
い
者
︵
児
︶
に

対
す
る
虐
待
が
発
見
さ
れ
た

場
合
、
本
市
福
祉
事
務
所
が

中
心
に
な
り
、
相
談
事
業
所
、

家
庭
相
談
所
、
医
療
機
関
、

警
察
、
そ
の
他
関
係
機
関
の

協
力
を
得
な
が
ら
支
援
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
問
　
　
本
市
ス
ポ
ー
ツ
少

　
　
　
年
団
に
所
属
す
る
チ

ー
ム
の
県
外
派
遣
費
を
補
助

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　
答
　
市
長
　
財
政
状
況
も

　
　
　
踏
ま
え
な
が
ら
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
問
　
　
豊
見
城
小
学
校
グ

　
　
　
ラ
ウ
ン
ド
の
防
球
ネ

ッ
ト
設
置
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
答
　
学
校
施
設
課
長
　
現

　
　
　
在
、
業
者
と
の
最
終

調
整
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
８
月
ご
ろ
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　　
問
　
　
一
括
交
付
金
を
活

　
　
　
用
し
て
の
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
事
業
の
対
象
を
今
後
、

広
げ
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
希

　
　
　
望
す
る
農
家
が
会
計

検
査
等
に
対
応
で
き
る
体
制

が
あ
れ
ば
、
検
討
は
可
能
と

考
え
て
い
る
。

　 障
が
い
者
支
援
策

者
支
援
策
に
つ
い
て 

障
が
い
者
支
援
策
に
つ
い
て 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

振
興
策
に
つ
い
て 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
に
つ
い
て 

農
業
振
興
策

農
業
振
興
策
に
つ
い
て 

農
業
振
興
策
に
つ
い
て 

子
育
て
に
つ
い
て 

農
業
振
興
策
に
つ
い
て 

教
育
行
政
に
 

つ
い
て
 

日
中
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
は
 

私
も
参
加
し
歌
う
 

認
可
外
保
育
園
へ
の
助
成
策
 

の
強
化
を
 

で
き
る
限
り
支
援
 

し
た
い
 

自
治
会
加
入
促
進
の
方
策
に 

つ
い
て 

障
が
い
者
に
や
さ
し
い 

街
づ
く
り 

子
育
て
環
境
と
 

安
全
対
策
に
つ
い
て
 

問 

問 

問 

問 

答 

答 

答 

答 問 答 

問 問 

問 
問 

答 

答 

答 

答 

市
制
施
行
１０
周
年
事
業
に
つ
い
て 

豊
見
城
団
地
建
替
え
に
つ
い
て 

自
治
会
幼
児
園
の
支
援
に
つ
い
て 

農
業
活
性
化
事
業
に
つ
い
て 

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て 

指
定
の
基
準
は
保
存
会
の
存 

在
と
所
有
者
か
ら
の
申
請 

孤
独
死
・
孤
立
死
の
問
題
に 

つ
い
て 

政
治
活
動
用
ポ
ス
タ
ー
等
の 

掲
示
に
つ
い
て 

観
光
は
自
主
財
源
を
確
保
す 

る
手
段 

障がい者支援策 

未来ある子ども達に夢を！！ 

當

大城吉徳　議員 

　元次人　議員 

10

とみぐすく市議会だより ２０１２年９月５日発行 第１５９号 

　
　
　

　
問
　
　
瀬
長
島
温
泉
宿
泊

　
　
　
施
設
建
設
事
業
の
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

（ア）
各
施
設
の
現
在
の
進
捗
状

況
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（イ）
開
業
は
予
定
ど
お
り
今
年

度
中
と
考
え
て
い
い
か
伺
う
。

（ウ）
開
業
時
期
の
雇
用
人
数
は

何
名
の
予
定
か
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
又
、
本
市
在
住

の
雇
用
人
数
は
何
人
に
な
る

予
定
か
併
せ
て
伺
い
ま
す
。

　
答
　
管
財
検
査
課
長
　
各

　
　
　
施
設
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
温

泉
施
設
の
入
る
温
浴
棟
に
つ

い
て
は
、
地
下
１
階
地
上
２

階
建
て
で
あ
り
ま
す
が
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
事
は
最
上
階

の
２
階
屋
根
ま
で
完
了
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
防
水
、

塗
装
工
事
、
内
部
の
設
備
関

係
な
ど
を
施
工
中
で
あ
り
ま

す
。
宿
泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
の
入
る
ホ
テ
ル
棟
に

つ
い
て
は
、
地
下
１
階
地
上

５
階
建
て
で
あ
り
ま
す
が
、

６
月
末
に
は
棟
上
げ
の
予
定

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
予

定
ど
お
り
11
月
の
中
ご
ろ
に

は
完
成
さ
せ
た
い
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
開
業
時
期
で

あ
り
ま
す
が
、
年
内
に
は
開

業
す
る
予
定
に
変
わ
り
は
な

い
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

雇
用
人
数
に
つ
い
て
は
、
新

規
雇
用
人
数
は
100
名
ほ
ど
を

予
定
し
て
い
る
が
、

今
の
段
階
で
人
数

は
確
定
し
て
い
な

い
と
の
事
で
あ
り

ま
す
。
又
本
市
在

住
者
の
雇
用
人
数

に
つ
い
て
は
、
出

来
る
だ
け
、
本
市

内
在
住
者
を
優
先

し
て
採
用
す
る
方

針
で
は
あ
る
が
採

用
に
当
た
っ
て
は
、

個
人
そ
れ
ぞ
れ
の

資
質
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
人
数
を
具
体
的
に

何
名
と
は
決
め
ら
れ
な
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
問
　
　
市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
建
設
の
実
施
に
向
け

た
進
捗
状
況
は
、
又
、
完
成

年
度
は
平
成
何
年
度
を
想
定

し
て
い
る
か
伺
う
。

　
答
　
経
済
建
設
課
長
　
実

　
　
　
施
設
計
委
託
業
務
を

平
成
25
年
２
月
１
日
ま
で
の

業
務
期
間
で
進
め
て
お
り
、

設
計
が
完
了
次
第
、
平
成
25

年
度
、
26
年
度
の
２
年
間
で

そ
の
他
の
付
帯
工
事
を
含
め

完
了
さ
せ
た
い
。

　　
　　

　
　
　

　
問
　
　

（１）
本
市
の
園
芸
作

　
　
　
物
の
拠
点
産
地
の
品

目
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ゴ
ー
、

パ
パ
イ
ヤ
、
ト
マ
ト
が
拠
点

産
地
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
認
定
品
目
は
３
品
目
め

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

一
括
交
付
金
︵
ソ
フ
ト
事
業
︶

農
業
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
答
　
農
林
水
産
課
長
　
平

　
　
　
成
24
年
度
沖
縄
振
興

特
別
推
進
交
付
金
の
地
域
特

性
を
生
か
し
た
農
業
活
性
化

事
業
の
中
の
豊
見
城
市
い
き

き
野
菜
生
産
支
援
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
耐
候
性
野
菜

栽
培
施
設
の
導
入
、
豊
見
城

産
野
菜
の
定
時
・
定
量
・
定

品
質
な
安
全

生
産
及
び
適

正
な
農
薬
使

用
、
農
業
用

水
の
確
保
に

よ
る
安
全
・

安
心
な
野
菜

生
産
を
促
進

し
、
消
費
者

か
ら
信
頼
さ

れ
る
産
地
づ

く
り
を
推
進

し
、
Ｊ
Ａ
お

き
な
わ
豊
見

城
支
店
葉
野

菜
産
直
専
門

部
会
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
安
定
供
給
、
農

家
の
経
営
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
事
業
。

　
問
　
　

（２）
一
括
交
付
金
の

　
　
　
事
業
に
よ
る
文
化
財

︵
長
嶺
グ
ス
ク
︶
整
備
事
業

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

　
答
　
文
化
課
長
　
長
嶺
グ

　
　
　
ス
ク
は
嘉
数
集
落
の

東
南
、
つ
ぼ
み
保
育
園
後
方

に
あ
る
丘
陵
地
に
位
置
し
て

お
り
ま
す
。
今
、
一
括
交
付

金
で
考
え
て
お
り
ま
す
の
は

案
内
板
だ
け
で
は
な
く
て
、

こ
の
文
化
財
の
内
容
の
説
明

も
一
緒
に
説
明
板
と
し
て
設

置
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
設
置
場
所
の
問
題

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
策
に
つ
い
て 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
に
つ
い
て 

農
業
振
興
策
に
つ
い
て 

子
育
て
に
つ
い
て 

農
業
振
興
策
に
つ
い
て 

教
育
行
政
に
 

つ
い
て
 

日
中
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
は
 

私
も
参
加
し
歌
う
 

認
可
外
保
育
園
へ
の
助
成
策
 

の
強
化
を
 

で
き
る
限
り
支
援
 

し
た
い
 

自
治
会
加
入
促
進
の
方
策
に 

つ
い
て 

問 

問 問 

問 

答 

答 

答 

答 

農
業
活
性
化
事
業
に
つ
い
て 

瀬
長
島
の
有
効
利
用
で 

地
域
活
性
化
を 

市
制
施
行
１０
周
年
事
業
に
つ
い
て 

豊
見
城
団
地
建
替
え
に
つ
い
て 

自
治
会
幼
児
園
の
支
援
に
つ
い
て 

農
業
活
性
化
事
業

農
業
活
性
化
事
業
に
つ
い
て 

農
業
活
性
化
事
業
に
つ
い
て 

交
付
金

交
付
金
の
活
用
活
用
に
つ
い
て 

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て 

指
定
の
基
準
は
保
存
会
の
存 

在
と
所
有
者
か
ら
の
申
請 

孤
独
死
・
孤
立
死
の
問
題
に 

つ
い
て 

政
治
活
動
用
ポ
ス
タ
ー
等
の 

掲
示
に
つ
い
て 

観
光
は
自
主
財
源
を
確
保
す 

る
手
段 

一括交付金で全ての文化財に説明板の設置を 

完成間近の瀬長島温泉宿泊建設事業 

當銘保之　議員 

赤嶺一富　議員 



13

とみぐすく市議会だより ２０１２年９月５日発行 第１５９号 

　
　
　

　　
問
　
　
豊
崎
地
域
は
、
県

　
　
　
民
や
観
光
客
の
多
く

が
行
き
交
う
街
で
あ
り
、
住

宅
地
域
、
商
業
施
設
、
工
業

施
設
ま
た
美
ら
ｓ
ｕ
ｎ
ビ
ー

チ
に
災
害
発
生
時
に
は
行
き

届
い
た
放
送
設
備
設
置
が
必

要
だ
が
見
解
を
伺
う
。

　
答
　
総
務
課
長
　
本
市
の

　
　
　
入
域
観
光
客
は
年
間

約
230
万
人
で
あ
り
、
防
災
無

線
の
強
化
が
急
務
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
地
域
特

性
と
し
て
、
西
側
沿
岸
部
は

海
抜
５
ｍ
以
下
の
低
地
帯
が

広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
地
域

内
に
豊
崎
地
区
が
あ
り
、
観

光
施
設
や
ビ
ー
チ
等
に
つ
い

て
も
強
力
に
防
災
施
設
無
線

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
問
　
　
サ
ッ
カ
ー
施
設
整

　
　
　
備
は
与
根
サ
ッ
カ
ー

場
も
含
め
て
充
実
さ
せ
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
の
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
整
備
を

検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
答
　
市
長
　
ジ
ュ
ニ
ア
キ

　
　
　
ャ
ン
プ
誘
致
に
向
け

て
、
積
極
的
に
芝
も
手
入
れ

す
る
な
ど
、
予
算
措
置
も
し
、

し
っ
か
り
と
誘
致
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
働
き
か
け
た
い
。

　
問
　
　
瀬
長

　
　
　
自
治
会

よ
り
要
請
を
受

け
、
議
会
な
ど

で
訴
え
行
動
し

て
き
た
未
舗
装

道
路
部
分
の
進

捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
答
　
道
路
課
長
　
今
年
以

　
　
　
内
で
の
道
路
改
修
工

事
完
了
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問 

・
市
民
所
得
向
上
と
雇
用
対

　
策
に
つ
い
て
。

・
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
。

・
豊
崎
自
治
会
館
建
設
の
場

　
所
と
時
期
に
つ
い
て
。

・
豊
崎
小
学
校
周
辺
の
信
号

　
機
設
置
の
進
捗
状
況
に
つ

　
い
て
。

・
鉄
軌
道
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
等
︵
次

　
世
代
型
路
面
電
車
︶
新
た

　
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
導

　
入
に
つ
い
て
。

　　　　　　

　
　
　

　　
問
　
　
県
・
市
営
団
地
Ｄ

　
　
　
棟
の
手
す
り
が
廊
下

外
側
に
あ
り
、
子
ど
も
が
よ

じ
登
っ
て
転
落
の
危
険
が
あ

る
、
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

県
に
対
し
、
改
善
要
請
の
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。
市
営
Ｄ

棟
の
改
善
も
求
め
る
。

　
答
　
市
営
住
宅
課
長
　
手

　
　
　
す
り
は
法
に
基
づ
き

廊
下
外
側
に
設
置
し
た
。
手

す
り
に
登
る
子
ど
も
が
い
る

と
報
告
を
受
け
、
注
意
看
板

を
各
階
に
設
置
。
手
す
り
を

廊
下
内
側
に
附
設
す
る
費
用

と
し
て
600
万
円
を
要
し
ま
す
。

引
き
続
き
注
意
看
板
で
喚
起

し
た
い
。
県
営
住
宅
の
手
す

り
に
つ
い
て
も
、
改
善
に
対

す
る
住
民
の
声
は
沖
縄
県
へ

伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
　
現
在
、
幼
・

　
　
　
小
・
中
学
校

は
何
教
室
あ
っ
て
、

設
置
し
た
教
室
は
何

教
室
か
。
安
全
基
準

の
室
温
で
設
置
が
必

要
な
教
室
は
何
教
室

か
。
適
温
調
査
を
し

て
い
る
か
。
こ
れ
ま

で
熱
中
症
な
ど
気
分

が
悪
く
な
っ
た
子
ど

も
の
事
例
は
な
い
か
。

暑
い
教
室
は
何
教
室

あ
る
か
伺
う
。

　
答
　
学
校
施
設
課
長
　
ク

　
　
　
ー
ラ
ー
設
置
は
、
小

学
校
で
161
教
室
中
、42
教
室
。

中
学
校
で
69
教
室
中
、３
教
室
。

　
学
校
教
育
部
長
　
適
温
調

査
も
学
校
保
健
安
全
法
に
基

づ
き
適
宜
行
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
８
校
が
ま
だ
測
定
し

て
な
い
。
測
定
済
み
は
２
校
。

各
校
で
実
施
す
る
よ
う
連
絡

し
た
い
。
熱
中
症
の
事
例
報

告
は
受
け
て
い
な
い
。
暑
い

教
室
は
ク
ー
ラ
ー
を
計
画
的

に
す
べ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
、

調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
　
生
活
保
護
は
受
け

　
　
　
て
い
な
い
が
、
保
護

者
並
み
の
生
活
者
は
多
い
。

小
口
貸
し
付
け
は
５
万
円
が

限
度
。
糸
満
市
は
、
条
例
で

15
万
円
か
ら
20
万
円
ま
で
貸

し
付
け
が
で
き
る
。
社
協
へ

助
成
を
増
や
し
、
貸
し
付
け

の
増
額
を
求
め
る
。

交
通
安
全
対
策
に
 

つ
い
て
 

市
の
課
題
を
一
括
交
付
金
で
 

対
応
せ
よ
 

政
党
の
候
補
者
が
市
 

顧
問
弁
護
士
で
は
困
 

る
 

答 

答 

答 

答 

答 

豊
崎
地
域
の
防
災
無
線
等 

設
置
に
つ
い
て 

県
・
市
営
団
地
の 

手
す
り
位
置
改
善
を 

問 

問 

問 

問 

問 

問 

が
ん
治
療
に
支
援
を 

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
施
策
は 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
病
院
で
も 

駅
伝
王
国
豊
見
城
の
復
活
を 

温
泉
で
憩
い
の
島
に 

本
市
本
市
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
人
口

競
技
人
口 

が
増
え
る
中
、
中
、環
境
整
備

環
境
整
備
は 

急
務
急
務
で
あ
る 

本
市
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
人
口 

が
増
え
る
中
、環
境
整
備
は 

急
務
で
あ
る 

市
道
市
道
１５１
号
線
整

号
線
整 

備
は
瀬
長
瀬
長
の
１０ 

数
年
来

数
年
来
の
願
い 

市
道
１５１
号
線
整 

備
は
瀬
長
の
１０ 

数
年
来
の
願
い 

県
議
会
で
知
事
が
南
部
の 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
等
の
導
入
を
大
至
急 

　
研
究
調
査
し
た
い
と
発
言 

県
内
１１
市
で
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ 

ン
プ
が
開
催
さ
れ
た
事
が
無 

い
の
は
本
市
だ
け 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を 

境
界
線
に
つ
い
て 

公
用
車（
学
校
車
含
む
）の 

取
り
扱
い
に
つ
い
て 

 

豊
見
城
グ
ス
ク
の 

発
掘
調
査 

学
校
教
室

学
校
教
室
へ
ク
ー
ラ 

ー
の
設
置
設
置
を 

学
校
教
室
へ
ク
ー
ラ 

ー
の
設
置
を 

く
ら
し
支
援

し
支
援
に
緊
急
小
口
貸

緊
急
小
口
貸 

付
の
枠
拡
大

枠
拡
大
を 

く
ら
し
支
援
に
緊
急
小
口
貸 

付
の
枠
拡
大
を 

総合陸上競技場や与根サッカー場の芝や環境整備は急務である！ 

山川　仁　議員 

照屋つぎ子　議員 

注意看板だけでは危ない。内側に手すりを 

公立幼稚園に給食を！ 
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問
　
　
政
府
は
﹁
社
会
資

　
　
　
本
整
備
総
合
交
付
金
﹂

と
し
て
地
方
自
治
体
が
行
う

地
域
住
宅
支
援
の
目
的
で
つ

く
ら
れ
た
政
策
を
支
援
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

を
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い

か
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
社

　
　
　
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
に
は
住
宅
建
物
建
築
物

耐
震
改
修
事
業
等
の
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。
県
内
で
は
、

う
る
ま
市
で
民
間
住
宅
の
耐

震
診
断
に
対
す
る
補
助
を
平

成
23
年
10
月
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
町
村
の
単
独
事
業

で
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の

安
定
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
自
治
体
独
自
の
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度
が

全
国
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
内
で
は
平
成

23
年
度
か
ら
沖
縄
市
、
今
年

度
は
名
護
市
、
嘉
手
納
町
、

南
風
原
町
で
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
制
度
の
内
容
は
、
市

内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て

市
民
が
住
宅
の
改
修
や
修
繕

な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
や

耐
震
補
強
工
事
な
ど
を
行
う

場
合
、
市
が
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。
約
20

万
円
か
ら
30
万
円
で
す
。
事

業
効
果
は
一
定
の
評
価
は
あ

り
ま
す
が
、
多
大
な
行
政
需

要
を
考
慮
し
ま
す

と
導
入
は
厳
し
い

も
の
と
考
え
ま
す
。

　
問
　
　
豊
見
城

　
　
　
グ
ス
ク
は

公
園
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
し
た
が
現

在
閉
園
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
権
者

の
同
意
が
得
ら
れ

れ
ば
発
掘
調
査
を

し
、
修
繕
し
た
い
と
い
う
答

弁
で
す
。
話
し
合
い
は
行
っ

て
き
た
の
か
。

　
答
　
文
化
課
長
　
平
成
20

　
　
　
年
か
ら
21
年
に
行
わ

れ
た
市
内
遺
跡
分
布
調
査
に

お
い
て
、
地
権
者
及
び
占
有

者
へ
調
査
依
頼
を
行
い
ま
し

た
が
、
同
意
を
得
る
事
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
が

整
い
ま
し
た
ら
、
話
し
合
い

に
向
け
調
整
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
戦
争
遺
跡
の
保
護
・
保
存
。

・
一
括
交
付
金
の
活
用
を
。

・
原
爆
写
真
展
の
実
施
を
。

　　　

交
通
安
全
対
策
に
 

つ
い
て
 

市
の
課
題
を
一
括
交
付
金
で
 

対
応
せ
よ
 

政
党
の
候
補
者
が
市
 

顧
問
弁
護
士
で
は
困
 

る
 

公
立
幼
稚
園
に 

学
校
給
食
導
入
を
！ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成 

制
度
を
実
施
せ
よ 

　
　
　

　
問
　
　
市
長
の
政
策
に
も

　
　
　
あ
る
幼
稚
園
の
給
食

導
入
を
早
急
に
実
現
す
る
べ

き
。
保
護
者
の
就
労
支
援
、

小
学
校
就
学
前
の
環
境
、
食

育
の
観
点
か
ら
本
市
が
率
先

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

が
、
給
食
の
導
入
に
つ
い
て

伺
う
。

　
答
　
教
育
長
　
幼
稚
園
で

　
　
　
の
学
校
給
食
実
施
に

は
か
な
り
課
題
が
高
く
、
な

か
な
か
実
施
に
踏
み
切
れ
な

か
っ
た
が
、
教
育
委
員
会
で

は
、
市
長
の
政
策
の
延
長
保

育
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
く
中
で
、
学
校
給
食
の
園

で
の
実
施
を
検
討
し
、
希
望

と
し
て
は
平
成
27
年
度
頃
か

ら
実
施
で
き
た
ら
と
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
問
　
　
独
居
世
帯
等
の
生

　
　
　
活
弱
者
見
守
り
、
児

童
虐
待
早
期
発
見
に

取
り
組
む
民
生
委
員

と
、
ヤ
ク
ル
ト
の
地

域
貢
献
活
動
と
し
て
、

担
当
地
域
の
独
居
老

人
宅
声
か
け
運
動
を

既
に
行
い
、
市
内
全

地
域
を
網
羅
し
て
い

る
。
そ
の
実
績
を
連

携
し
た
見
守
り
活
動

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
答
　
社
会
福
祉
課

　
　
　
長
　
現
在
民

生
委
員
と
市
が
委
託

し
て
い
る
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
等
に
よ
り
見
守
り
、

緊
急
通
報
等
を
実
施
、
民
生

委
員
と
ヤ
ク
ル
ト
と
の
連
携

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
民

生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

関
係
団
体
と
協
議
し
生
活
弱

者
等
の
見
守
り
強
化
を
検
討

し
て
い
く
。

　
問
　
　
市
長
公
用
車
を
ハ

　
　
　
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
変

え
た
経
費
削
減
効
果
に
つ
い

て
。

　
答
　
総
務
課
長
　
平
成
23

　
　
　
年
６
月
か
ら
１
年
間

の
給
油
経
費
は
５
万
６
千
円
。

以
前
は
年
間
21
万
３
千
円
。

一
年
で
15
万
７
千
円
、
74
％

の
経
費
削
減
を
達
成
。
環
境

負
荷
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
生
活
保
護
世
帯
、
エ
ン
カ

　
レ
ッ
ジ
学
習
支
援
事
業
に

　
つ
い
て
。

・
電
気
充
電
ス
タ
ン
ド
設
置

　
に
つ
い
て
。

・
教
員
採
用
と
配
置
に
つ
い

　
て
。

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
に
つ
い
て
。

問 
問 

問 問 

問 

答 

答 

答 

答 

答 

が
ん
治
療
に
支
援
を 

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
施
策
は 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
病
院
で
も 

駅
伝
王
国
豊
見
城
の
復
活
を 

温
泉
で
憩
い
の
島
に 

本
市
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
人
口 

が
増
え
る
中
、環
境
整
備
は 

急
務
で
あ
る 

市
道
１５１
号
線
整 

備
は
瀬
長
の
１０ 

数
年
来
の
願
い 

県
議
会
で
知
事
が
南
部
の 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
等
の
導
入
を
大
至
急 

　
研
究
調
査
し
た
い
と
発
言 

県
内
１１
市
で
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ 

ン
プ
が
開
催
さ
れ
た
事
が
無 

い
の
は
本
市
だ
け 

住
宅
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

助
成
制
度
を 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を 

境
界
線
に
つ
い
て 

公
用
車（
学
校
車
含
む
）の 

取
り
扱
い
に
つ
い
て 

 

豊
見
城

豊
見
城
グ
ス
ク
の 

発
掘
調
査

発
掘
調
査 

豊
見
城
グ
ス
ク
の 

発
掘
調
査 

学
校
教
室
へ
ク
ー
ラ 

ー
の
設
置
を 

く
ら
し
支
援
に
緊
急
小
口
貸 

付
の
枠
拡
大
を 

築30年を超えるとリフォームが必要となります 

新垣亜矢子　議員 

佐事安夫　議員 

公立幼稚園に給食を！ 公立幼稚園に給食を！ 

保護者の就労支援に繋がる時間延長と学校給食 



15

とみぐすく市議会だより ２０１２年９月５日発行 第１５９号 

　
　
　

　　
問
　
　
市
長
、
親
族
に
よ

　
　
　
る
市
発
注
工
事
の
落

札
問
題
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
142
条
規
定
の
運
用
上

の
留
意
点
で
﹁
長
が
実
質
的

な
影
響
を
有
す
る
と
考
え
ら

れ
る
と
き
は
、
極
力
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
解
し

て
い
る
が
、
ま
だ
問
題
な
い

と
の
認
識
か
。

　
答
　
市
長
　
同
法
の
趣
旨

　
　
　
に
反
す
る
も
の
で
は

な
く
全
く
問
題
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

　
問
　
　
そ
れ
は
一
般
常
識

　
　
　
で
は
通
ら
な
い
と
思

う
ん
で
す
。
疑
惑
を
も
た
れ

な
い
よ
う
に
、
全
国
的
に
政

治
倫
理
条
例
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
を
積
極
的
に
や
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
２
親
等
ま

で
関
与
さ
せ
な
い
、
公
共
工

事
の
公
正
な
執
行
に
資
す
る

必
要
は
今
で
も
全
く
な
い
と

い
う
認
識
な
の
か
。

　
答
　
市
長
　
市

　
　
　
長
や
議
員

等
の
親
族
の
法
人

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

条
例
制
定
に
よ
り

市
と
の
契
約
を
制

限
し
て
し
ま
う
の

で
は
、
法
人
等
の

存
続
に
も
か
か
わ

る
。
早
急
な
制
定

は
避
け
る
べ
き
で

あ
る
。

　
問
　
　
我
那
覇
の
現
場
に

　
　
　
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
出
て
い
る
が
、
市
長

が
代
表
者
の
時
期
の
こ
と
で

あ
り
、
説
明
を
求
め
る
。

　
答
　
市
長
　
南
部
保
健
所

　
　
　
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
出
て
き

た
事
実
は
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
問
　
　
掘
り
起
こ
し
現
場
、

　
　
　
私
２
回
立
ち
会
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
出
て
き
た
寝

具
、
ジ
ュ
ー
タ
ン
、
配
線
コ
ー

ド
、
タ
イ
ヤ
の
廃
棄
物
、
エ
ン

ジ
ン
カ
バ
ー
、防
水
用
カ
バ
ー
、

建
築
廃
材
、
塩
化
パ
イ
プ
等
、

写
真
を
全
部
撮
っ
て
、
地
主

が
南
部
保
健
所
に
告
発
を
し

て
い
ま
し
た
。
あ
な
た
が
経

営
し
て
い
た
会
社
が
や
っ
た

こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
私
は

関
心
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
も
っ
と
誠
意
あ
る
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
答
　
市
民
健
康
部
長
　
引

　
　
　
き
続
き
調
査
中
と
の

こ
と
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
事
実
の
確
認
は
で
き
て
ま

せ
ん
。

　
　
　

　　
問
　
　

（１）
防
災
施
設
の
建

　
　
　
設
に
つ
い
て
、
今
回

私
は
、
避
難
施
設
を
与
根
地

域
で
最
も
高
い
ム
イ
で
あ
り

ま
す
、
数
珠
ム
イ
に
つ
く
れ

な
い
か
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
部
落
の
中
心
に
位
置
し

て
お
り
、
災
害
時
に
は
地
域

住
民
が
迅
速
に
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
有
効
性

や
立
地
条
件
は
、
十
分
に
ク

リ
ア
し
て
い
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
①

一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
与

根
数
珠
ム
イ
に
櫓
式
の
津
波

避
難
施
設
を
つ
く
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
答
　
総
務
課
長
　

（１）
①
に

　
　
　
つ
い
て
、
一
括
交
付

金
で
の
整
備
を
優
先
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
与
根

地
区
な
ど
の
低
地
帯
部
分
の

有
効
な
整
備
と
し
て
、
避
難

施
設
な
ど
を
含
め
、
防
災
無

線
の
整
備
完
了
後
に
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
問
　
　

（２）
農
業
活
性
化
事

　
　
　
業
に
つ
い
て
、
一
括

交
付
金
６
月
補
正
計
上
分
の

中
で
１
億
２
千
963
万
６
千
円

の
補
助
事
業
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
で
①
一
括
交

付
金
を
活
用
し
た
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
補
助
事
業
の
中
身
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
次
に
②
に

つ
い
て
、
予
定
数
を
上
回
り
、

補
助
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
農

家
に
対
し
そ
の

後
補
助
を
考
え

て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

　
答
　
農
林
水

　
　
　
産
課
長

　
（２）
農
業
活
性

化
事
業
①
②
に

つ
い
て
、
設
置

す
る
施
設
の
適

正
な
利
用
が
確

実
で
あ
る
こ
と
、

事
業
目
的
、
事

業
効
果
か
ら
対
象
を
Ｊ
Ａ
お

き
な
わ
豊
見
城
支
店
葉
野
菜

産
直
専
門
部
会
と
し
て
お
り

ま
す
。
事
業
要
望
を
し
た
結

果
、
事
業
実
施
が
で
き
る
状

況
に
あ
り
、
補
助
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
農
家
に
対
す
る

対
応
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

・
西
海
岸
地
域
の
活
性
化
に

　
つ
い
て
。

・
一
括
交
付
金
で
実
施
予
定

　
の
基
本
構
想
の
中
身
に
つ

　
い
て
。

・
国
際
物
流
拠
点
地
域
の
拡

　
充
に
つ
い
て
。

　　　　　

一
括
交
付
金
制
度
で
自
治
・
 

自
立
の
地
域
主
権
確
立
を
 

市
長
市
長
に
関
わ
る
不
法
投
棄
問

不
法
投
棄
問
 

題
に
つ
い
て
 

市
長
に
関
わ
る
不
法
投
棄
問 

題
に
つ
い
て 

前
市
政
三
役
の
 

責
任
逃
れ
は
許
 

さ
れ
な
い
 

市
民
で
あ
る
す
べ
て
の
 

子
ど
も
に
保
育
サ
ー
ビ
 

ス
充
実
を
 

新
た
に
違
法
使
用
発
 

見
 

問 

問 

問 問 

問 

問 

答 

答 

答 答 

答 

答 

防
災
と
農
業
、
西
海
岸
の 

活
性
化
に
つ
い
て 

市
民
の
血
税
で 

２
億
２
千
８
百
万
円
余
の 

　
　
　
　
補
助
金
を
返
還 

市
長
親
族
の
落
札
が 

政
治
不
信
に
！ 

国
保
事
業
に
つ
い
て 

饒
波
川
の
整
備
に
つ
い
て 

入
所
待
ち
４８４
名
の
解
消
策
を 

待
機
児
童
増
に
つ
い
て 

交
差
点
に
仮
設
信
号
機
を 

植
樹
祭
後
の
樹
木
の
管
理
は 

豊見城市でも早目の「政治倫理条例」制定を 

避難場所に適した数珠森 

赤嶺吉信　議員 

瀬長　宏　議員 
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問
　
　
市
道
27
号
線
の
通

　
　
　
過
車
両
は
確
実
に
増

え
て
い
る
。
将
来
的
に
増
加

す
る
車
両
で
混
雑
す
る
こ
と

は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
の
で
、

①
市
道
27
号
線
の
道
路
拡
張

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。
次
に
、

市
道
27
号
線
の
路
面
状
態
は

工
事
な
ど
に
よ
り
歩
道
側
は

で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
い
る
。

雨
降
り
の
日
は
歩
道
沿
い
に

水
た
ま
り
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
②
市
道
27
号
線
の
路
面

改
修
計
画
・
水
た
ま
り
部
分

の
改
修
に
つ
い
て
伺
う
。

　
答
　
道
路
課
長
　
①
は
、

　
　
　
整
備
要
望
の
強
い
路

線
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
補
助
事
業
採
択
要

件
の
厳
格
化
に
伴
い
、
国
庫

補
助
事
業
で
の
対
応
は
厳
し

い
こ
と
か
ら
、
拡
張
を
伴
う

整
備
計
画
は
な
い
。
②
は
、

現
地
踏
査
を
行
っ
た
結
果
、

比
較
的
舗
装
状
態
も
安
定
し
、

全
体
的
な
路
面
改
修
の
必
要

性
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

水
た
ま
り
に
つ
い
て
は
、
再

度
点
検
し
て
そ
う
い
う
状
況

が
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

　
問
　
　
団
地
郵
便
局
前
交

　
　
　
差
点
へ
の
信
号
機
設

置
が
遅
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

仮
設
の
点
滅
信
号
機
を
設
置

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
答
　
協
働
の
ま

　
　
　
ち
推
進
課

長
　
当
該
交
差
点

は
歩
行
者
の
安
全

確
保
の
優
先
度
は

高
い
と
認
識
し
て

い
る
。
課
と
し
て

は
、
通
常
の
信
号

機
設
置
が
早
急
に

実
現
で
き
る
よ
う

地
域
と
連
携
し
な

が
ら
要
請
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
市
民
健
康
部
長

　
当
該
箇
所
へ
の
信
号
機
設

置
に
つ
い
て
は
、
た
び
た
び

要
請
を
受
け
て
お
り
、
そ
の

度
に
警
察
へ
要
請
し
て
い
る
。

た
だ
、
県
内
で
最
大
17
基
ぐ

ら
い
し
か
年
間
で
設
置
さ
れ

て
な
い
。
１
ヶ
所
で
１
千
万

円
以
上
の
費
用
が
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
の

対
策
を
聞
い
て
い
る
が
、
ど

う
い
う
方
法
が
あ
る
か
警
察

と
も
相
談
し
て
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
南
斎
場
建
設
に
つ
い
て
。

　　　

一
括
交
付
金
制
度
で
自
治
・
 

自
立
の
地
域
主
権
確
立
を
 

市
長
に
関
わ
る
不
法
投
棄
問
 

題
に
つ
い
て
 

前
市
政
三
役
の
 

責
任
逃
れ
は
許
 

さ
れ
な
い
 

市
民
で
あ
る
す
べ
て
の
 

子
ど
も
に
保
育
サ
ー
ビ
 

ス
充
実
を
 

新
た
に
違
法
使
用
発
 

見
 

学
力
を
5
年
以
内
に 

全
国
水
準
に
高
め
る 

市
道
２７
号
線
の
拡
張
・ 

改
修
に
つ
い
て 

　
　
　

　
問
　
　
本
市
の
教
育
理
念

　
　
　
﹁
ゆ
め
、
ま
な
び
、
ひ

と
を
大
事
に
す
る
響
む
ま
ち

の
教
育
﹂
を
目
標
と
し
て
い

る
学
力
向
上
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　
答
　
学
校
教
育
課
参
事
　

　
　
　
昭
和
63
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
本
県
の
学
力
向
上
の

取
組
は
、
県
民
総
ぐ
る
み
の

展
開
を
し
た
結
果
、
本
県
の

幼
児
・
児
童
・
生
徒
は
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
面
に
お
い
て
多
く

の
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
、
沖
縄
県
の

学
力
到
達
度
調
査
や
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か

ら
、
生
き
る
力
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
確
か
な
学
力
の
向

上
等
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
形
成
に
課
題
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
先
例
踏
襲
は
退
歩
、

挑
戦
こ
そ
前
進
の
気

概
を
持
ち
、
対
策
と

い
う
消
極
的
な
表
現

を
改
め
、
学
力
向
上

推
進
と
表
記
し
、
全

国
水
準
に
ま
で
高
め

よ
う
と
意
気
込
み
を

表
し
た
も
の
で
、
本

市
で
は
沖
縄
県
と
連

動
し
た
目
標
を
掲
げ
、

学
力
向
上
推
進
の
取

り
組
み
構
想
図
を
作

成
し
て
、
幼
児
・
児

童
・
生
徒
の
学
力
向

上
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず
確

か
な
学
力
の
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
の
充
実
、
次
に
、

豊
か
な
心
の
育
成
で
は
、
特

に
教
育
相
談
と
生
徒
指
導
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

す
こ
や
か
な
体
の
育
成
で
は
、

生
涯
体
育
を
試
行
す
る
体
育

学
習
の
充
実
に
努
め
、
学
校

栄
養
指
導
を
活
用
し
て
食
育

指
導
を
行
い
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
、

取
り
組
み
を
実
践
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
年
度
は
歩
い
て

登
校
す
る
テ
ク
テ
ク
登
校
を

す
べ
て
の
学
校
で
取
組
、
健

康
増
進
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

実
施
し
ま
す
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
良

　
　
　
好
な
生
育
状
況
で
は

な
く
今
後
、
適
切
な
管
理
を

行
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
一
括
交
付
金
に
よ
る
事
業

　
に
つ
い
て
。

・
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

　
り
に
つ
い
て
。

・
農
業
振
興
に
つ
い
て
。

問 答 

問 

問 
答 答 

答 
市
民
の
血
税
で 

２
億
２
千
８
百
万
円
余
の 

　
　
　
　
補
助
金
を
返
還 

国
保
事
業
に
つ
い
て 

饒
波
川
の
整
備
に
つ
い
て 

入
所
待
ち
４８４
名
の
解
消
策
を 

待
機
児
童
増
に
つ
い
て 

交
差
点
に
仮
設
信
号
機
を

交
差
点
に
仮
設
信
号
機
を 

交
差
点
に
仮
設
信
号
機
を 

植
樹
祭
後

植
樹
祭
後
の
樹
木
樹
木
の
管
理
管
理
は 

植
樹
祭
後
の
樹
木
の
管
理
は 

通過車両が増加傾向にある市道27号線 

仲良くテクテク登校 

亀谷守之　議員 

金城吉夫　議員 
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問
　
　
市
長
が
代
表

　
　
　
を
務
め
て
い
た

年
度
に
違
法
行
為
が
行

わ
れ
て
い
た
と
告
発
に

は
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
埋
め
立
て

が
実
態
と
し
て
出
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

は
ど
う
思
わ
れ
る
の
か
。

　
答
　
市
民
健
康
部
長

　
　
　
南
部
保
健
所
に

確
認
し
た
ら
、
我
那
覇

の
現
場
は
最
近
掘
り
起

こ
し
作
業
が
行
わ
れ
、

い
ろ
ん
な
も
の
が
た
く

さ
ん
出
て
き
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

とみぐすく 

市議会だより市議会だより市議会だより

編 

集 

後 

記 

自
治
会
幼
児
園
へ 

一
括
交
付
金
利
用
は
！！
 

　
　
　

　
問
　
　
国
の
補
助
制
度
が

　
　
　
な
く
本
市
で
は
独
自

で
補
助
を
し
自
治
会
幼
児
園

を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
認

可
園
や
公
立
保
育
所
と
自
治

会
幼
児
園
で
は
不
公
平
感
の

思
い
が
し
ま
す
。
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
育
て
る
と
い

う
保
育
の
原
点
か
ら
み
て
も
、

充
実
し
た
園
運
営
が
で
き
る

よ
う
支
援
強
化
を
す
べ
き
と

の
観
点
か
ら
伺
い
ま
す
。

（ア）

５
月
末
現
在
の
自
治
会
幼
児

園
の
数
、
園
児
の
数
、

（イ）
現

在
行
っ
て
い
る
支
援
に
つ
い

て
、

（ウ）
沖
縄
振
興
特
別
推
進

市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
た

支
援
拡
大
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
答
　
児
童
家
庭
課
参
事
　

　
　
　

（ア）
平
成
24
年
５
月
末

現
在
の
自
治
会
幼
児
園
数
は

４
園
で
64
名
で
す
。

（イ）
平
成

24
年
度
の
支
援
は
、
人
件
費

１
園
当
た
り
29
万
５
千
円
、

職
員
・
園
児
検
診
、
園
児
歯

科
検
診
、
調
理
員
検
便
、
園
児

ぎ
ょ
う
虫
、

尿
検
査
、
給

食
用
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
ミ
ル

ク
、
お
米
、

お
か
ず
等
の

補
助
、
遊
具

費
、
保
育
教

材
、
材
料
費
、

損
害
賠
償
保

険
料
、
保
育

士
会
補
助
を

支
援
し
て
い

ま
す
。

（ウ）
一
括
交
付
金
を
活

用
し
て
、
県
の
事
業
に
該
当

し
な
い
本
や
辞
典
、
本
棚
、
遊

具
等
の
補
助
を
調
整
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
施
設
整
備
等

に
つ
い
て
一
括
交
付
金
を
活

用
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

　
問
　
　
民
間
戦
争
被
害
者

　
　
　
へ
の
救
済
措
置
を
国

へ
要
請
す
べ
き
だ
が
当
局
に

伺
い
ま
す
。

　
答
　
社
会
福
祉
課
長
　
市

　
　
　
と
し
ま
し
て
は
、
県

市
長
会
や
県
町
村
会
で
意
見

集
約
を
図
り
、
要
請
を
検
討

す
る
。

　
問
　
　
市
道
22
号
線
安
全

　
　
　
対
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
答
　
経
済
建
設
部
長
　
抜

　
　
　
本
的
な
対
策
と
し
て
、

市
道
22
号
線
の
新
規
事
業
化

の
見
通
し
等
に
つ
い
て
、
沖

縄
県
の
主
管
課
と
協
議
調
整

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
﹁
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り

　
推
進
す
る
基
本
法
﹂
制
定
。

・
観
光
地
域
指
定
を
受
け
た

　
瀬
長
・
豊
崎
に
つ
い
て
。

問 

問 問 

答 

答 答 

雇
用
の
安
定
と
促
進
に
つ
い
て 

南
斎
場
建
設
計
画
に
つ
い
て 

「
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の
 

設
置
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
 

台
風
被
害
者
へ
の
支
援
強
化
を 

【
誤
】 

答 問 

　
問
　
　
市
長
が
代
表

　
　
　
を
務
め
て
い
た

年
度
に
違
法
行
為
が
行

わ
れ
て
い
た
と
告
発
に

は
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
埋
め
立
て

が
実
態
と
し
て
出
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

は
ど
う
思
わ
れ
る
の
か
。

　
答
　
市
民
健
康
部
長

　
　
　
南
部
保
健
所
に

確
認
し
た
ら
、
我
那
覇

の
現
場
は
最
近
掘
り
起

こ
し
作
業
が
行
わ
れ
、

い
ろ
ん
な
も
の
が
た
く

さ
ん
出
て
き
た
と
い
う

こ
と
は
聞
い
て
お
り
ま

せ
ん
。 【

正
】 

答 問 

お
詫
び
と
訂
正

　
﹁
と
み
ぐ
す
く
市
議
会
だ
よ
り
第
158
号
﹂
14
ペ
ー
ジ

の
瀬
長
宏
議
員
質
問
の
市
民
健
康
部
長
の
答
弁
で
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

訂　正 

※
こ
の
度
は
市
民
の
皆
様
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は

　
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ

　
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ

ー
ト
し
た
第
５
次
沖
縄
振
興

特
別
措
置
法
。
そ
の
中
に
盛
り

込
ま
れ
た
﹁
沖
縄
振
興
特
別
推

進
交
付
金
﹂
い
わ
ゆ
る
﹁
一
括

交
付
金
﹂
の
活
用
法
に
つ
い
て

注
目
度
が
高
く
、
今
議
会
の
一

般
質
問
で
私
も
含
め
10
名
以

上
の
議
員
の
方
が
﹁
一
括
交
付

金
﹂に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
今
後
10
年
間
続

く
沖
振
法
の
初
年
度
で
も
あ
り
、

大
変
重
要
な
時
期
で
活
用
法

に
期
待
が
膨
ら
む
と
同
時
に
我
々

議
員
も
さ
ら
に
質
の
向
上
を

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
次
第
で
す
。

　
ま
た
本
市
は
、
今
回
も
﹁
全

国
成
長
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
№
１
﹂

と
な
り
、
震
災
の
影
響
で
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
昨
年
を
除
く
と
、

２
回
連
続
で
の
№
１
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。﹁
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
№

１
の
ま
ち
﹂
に
大
き
く
近
づ
い

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。
市
の
ア
ピ
ー
ル
、
知
名

度
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
豊
崎

美
ら
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ビ
ー
チ
で
行
わ

れ
た
﹁
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
﹂
の
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
や
、
豊
見
城
ハ
ー

リ
ー
・
と
み
ぐ
す
く
祭
り
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
観
光
地
と
し

て
も
一
歩
前
進
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
常
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、主
が
市
民
で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て﹁
発
展
﹂と
は
何
な
の
か
、

﹁
住
み
よ
い
﹂
と
は
何
な
の
か
、

そ
の
本
質
を
し
っ
か
り
捉
え
、

市
民
の
皆
様
が
考
え
て
い
る

こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
を
充

分
認
識
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

元
　
次
人

近々オープン予定の豊見城市初の温泉施設 

赤嶺勝正　議員 

市
長
親
族
の
落
札
は
問
題 


